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no.2� 茶の生産�トップ明け渡す

（
２
０
２
5
年
2
月
19
日 

読
売
新
聞
静
岡
版
よ
り
）

（
２
０
２
5
年
2
月
21
日 

読
売
新
聞
鹿
児
島
版
よ
り
）

　
静
岡
は
茶
の
栽さ

い

培ば
い

面
積
で
全

国
の
４
割わ

り

を
占し

め
る
な
ど
、「
日

本
一
の
茶
ど
こ
ろ
」
と
し
て
知

ら
れ
て
き
た
。
収

し
ゅ
う

穫か
く

し
た
茶
葉

を
製せ

い

品ひ
ん

に
仕
上
げ
る
前
の
「
荒あ

ら

茶ち
ゃ

」
で
比く

ら

べ
る
と
、
生
産
量
は

記
録
が
残
る
１
９
５
９
年
か
ら

首
位
を
保た

も

っ
て
い
た
。
だ
が
、

２
０
２
４
年
は
前
年
比ひ

５
％
減げ

ん

の
２
万
５
８
０
０
㌧
と
な
り
、

３
％
増ふ

え
た
鹿
児
島
の
２
万
７ 

０
０
０
㌧
を
下
回
っ
た
。

1  	二つの記事に書かれた静岡県と鹿児島県の茶栽培の
特
とく

徴
ちょう

を表にまとめました。空
くう

欄
らん

ア、イに入る言葉をそれ
ぞれ７字と３字でぬき出しましょう。

3 	記者たちは静岡県と鹿児島県内でそれぞれ、農家などの関係者に感想を聞きました。次のＡ～Ｃ
は、どちらの県の人の発言だと考えられますか。静岡は１、鹿児島は２を書きましょう。

茶の生産
トップ明け渡

わ た

す

Ａ :「悲願の達成だ。お茶の消
しょう

費
ひ

拡
か く

大
だ い

につなげたい」	 （　　　　）
Ｂ :「茶どころとしての復

ふ っ

活
か つ

に向け、団
だ ん

結
け つ

する必要がある」	（　　　　）
Ｃ :「ＰＲ効

こ う

果
か

のアップも、大いに期待できる」	 （　　　　）

ア： イ：

※急須＝茶葉とお湯を入れて茶を出すための容
よう

器
き

茶
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
24
年
の
生
産
量
は
１
万
㌧

で
、
鹿
児
島
県
の
８
４
５
０
㌧

を
上
回
っ
た
。
鹿
児
島
で
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
用
の
茶
を
多
く
作

っ
て
お
り
、
茶
全
体
の
生
産
量

を
増
や
し
た
と
い
う
。

茶
生
産
量 

初
の
日
本
一

　
昨
年
の
鹿
児
島
県
内
の
茶
生

産
量
が
、
65
年
連
続
で
首
位
を

維い

持じ

し
て
い
た
静
岡
県
を
抜ぬ

き
、
初
め
て
首
位
に
な
っ
た
。

鹿
児
島
県
内
の
関
係
者
は
喜

よ
ろ
こ

び
、
Ｐ
Ｒ
に
力
を
注
ぐ
。

　
静
岡
は
、
急

き
ゅ
う

須す

※
で
い
れ
る

　
茶
の
生
産
量
で
２
０
２
４
年
、
静
岡
県
が

鹿
児
島
県
を
下
回
り
、
初
め
て
ト
ッ
プ
の
座ざ

を
明
け
渡
し
た
。

　
生
産
量
は
１
９
６
５
年
、
静

岡
の
４
万
４
８
０
１
㌧
に
対

し
、
鹿
児
島
は
３
８
１
１
㌧
と

大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
近
年
は

鹿
児
島
が
静
岡
に
迫せ

ま

り
、
今
回

初
め
て
逆

ぎ
ゃ
く

転て
ん

し
た
。
金き

ん

額が
く

で
表

し
た
産
出
額
で
は
、
２
０
１
９

年
に
鹿
児
島
（
２
５
２
億
円
）

が
静
岡
（
２
５
１
億
円
）
を
上

回
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
鹿
児
島
県
は
平
地
の
茶
畑
が

多
く
、
大お

お

型が
た

機
械
に
よ
る
大だ

い

規き

模ぼ

栽
培
が
盛さ

か

ん
に
な
っ
た
の
に

対
し
、
静
岡
は
山
間
地
に
茶
畑

が
集
ま
り
、
機
械
化
が
進
み
に

く
い
現げ

ん

状じ
ょ
う

が
あ
る
。

1990 95 2000 05 10 15 21 22 23 24

（年）
鹿児島県

静岡県

記事1記事2

力を入れている茶 栽培地 機械化

静岡県 急須でいれる茶 進みにくい

鹿児島県    の茶 平地 進んでいる

イ

ア

2 	【記事1】のグラフは茶の生産量と産出額のどちらの
変化を表していますか。正しい方を○で囲

か こ

みましょう。 （　生産量　・　産出額　）



 

 

 

  ＜解答編＞ 

 

 

 

 

 

 ２  

 

 

 

ペ ッ ト ボ ト ル 用  山 間 地  

 １  

 

 

 

 ２  

 

 

 

ア:記事２に「多く作っている」とあり、力を入

れている茶がわかります。イ:記事１の「茶畑

が集まる」という表現
ひょうげん

に着目しましょう。 

A:「悲願」とは「ぜひとも、なしとげたい願い」のことです。今回、願いを達成したのは

どちらか考えましょう。Ｂ:「復活に向け」という表現から、今回、トップを明け渡した

方だとわかります。C:PR につながるのは、今回、首位になった方ですね。 

産出額は、記事１に「2019年に鹿児島が静岡を上

回った」とあり、グラフの内容
ないよ う

とは合っていません。 

 

。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んでみよう！ 

◆ミー太郎のおすすめ記事 

 

 

 

 

 

 

（２０２５年４月１１日 読売新聞夕刊より） 

モンブラン以外に、どのような抹茶
ま っ ち ゃ

スイーツを作れば、 

海外で人気が出ると思いますか。 
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no.2� カシューナッツ�表示義務化へ

起
こ
す
例
が
多
い
食
品
を
指
定

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
義
務

付
け
て
い
る
。
②
く
る
み
の
ほ

か
、
卵
（
鶏鶏け

い
け
い

卵卵ら
ん
ら
ん

）、
エ
ビ
、
カ

ニ
、
落
花
生
な
ど
が
対
象
だ
。

　
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
は
現
在
、

ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
が
義
務
で
は

な
く
、
推す

い

奨し
ょ
う

※
さ
れ
る
品
目
だ

が
、
消
費
者
庁
は
25
年
度
中

数
が
上
位
に
入
り
、
輸
入

量
も
増
加
し
て
い
る
。
一

方
、
マ
ツ
タ
ケ
は
最
近
、

上
位
に
入
ら
な
く
な
り
、

シ
ョ
ッ
ク
症
状
の
症
例
も

な
か
っ
た
。

　
食
品
の
ア
レ
ル
ギ
ー
表

示
は
現
在
、
表
示
義
務
が

８
品
目
、
表
示
推
奨
が
20

品
目
あ
る
。

3 	記事１と２の内容から、アレルギーの表示が義務付けられる品目と推奨される品目は、２０２５年度にはそれ
ぞれ、何品目になりますか。数字を書きましょう。

カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ

表
示
義
務
化
へ

　
23
年
の
調
査
で
は
、
①
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
っ
た
食
べ

物
の
う
ち
、
木
の
実
類
は
24
・

６
％
で
２
番
目
に
多
か
っ
た
。

14
年
は
３
％
程
度
で
、
大お

お

幅は
ば

に

増
加
し
た
。
健
康
志
向
の
高
ま

り
で
食
べ
る
機
会
が
増
え
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
食
べ
た
子
供
が
命
に
か
か
わ

る
症

し
ょ
う

状じ
ょ
う
に
な
る
例
も
増
え
て
い

る
。
ケ
ー
キ
な
ど
の
菓か

子し

や
総

菜
に
砕く

だ

か
れ
た
状
態
で
使
わ

れ
、
気
づ
か
ず
に
食
べ
る
こ
と

も
一
因
と
み
ら
れ
る
。

　
国
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を

　
く
る
み
や
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
の
木
の
実
類
が
原

因
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
人
が
増
え
て
い
る
。

消
費
者
庁
は
２
０
２
５
年
度
中
に
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ

ツ
を
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
る
食
品
に
加

え
る
方
針
だ
。

　
消
費
者
庁
は
、
食
品
の

ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
が
推
奨

さ
れ
る
品
目
に
マ
カ
ダ
ミ

ア
ナ
ッ
ツ
を
追
加
し
、
マ

ツ
タ
ケ
を
削さ

く

除じ
ょ

す
る
こ
と

を
決
め
た
。
２
０
２
３
年

度
内
に
新
た
な
表
示
が
始

ま
る
。

　
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
は

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
例

1 	木の実類による食物アレルギーが増えている理由を述べた文を二つ探し、それぞれ最初の５字を書きましょう。

に
、
義
務
付
け
対
象
に
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
③
３
～
17
歳歳さ

い
さ
い

が

ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
原
因
食

品
の
上
位
に
あ
り
、
17
年
に
82

件
だ
っ
た
症
例
数
は
、
23
年
に

は
２
７
９
件
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
様
に
症
例
が
増
え
て
い
る

木
の
実
類
の
ピ
ス
タ
チ
オ
は
25

年
度
中
に
、
表
示
が
推
奨
さ
れ

る
品
目
に
新
た
に
加
え
る
見
通

し
だ
。

　
食
品
の
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
が

変
わ
る
の
は
、
23
年
度
以
来
。

④
事
業
者
が
食
品
に
ア
レ
ル
ギ

ー
表
示
を
し
な
か
っ
た
り
、
ラ

ベ
ル
の
貼貼はは

りり
間間まま

違違ち
が
ち
が

え
を
し
た
り

す
る
事
例
も
多
く
、
消
費
者
庁

は
事
業
者
に
表
示
の
チ
ェ
ッ
ク

を
怠お

こ
た
ら
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
。

※
推
奨
＝
人
に
す
す
め
る
こ
と

推奨表示
マカダミアナッツ追加へ

義務＝（　					）品目　　　推奨＝（　					）品目

（２０２5年3月11日 読売新聞夕刊より）

（２０２4年1月5日 読売新聞朝刊より）

記事2

記事1

2 	右のＡ、Ｂは、傍
ぼ う

線
せ ん

部
ぶ

①～④
のどの内容を詳

く わ

しく説明して
いると言えますか。それぞれ
番号を書きましょう。

Ａ： B：

　横
よ こ

浜
は ま

市
し

は、放課後児
童クラブなどで提供さ
れた昼食で、児童１人が
卵アレルギーにより嘔

お う

吐
と

したと発表した。卵が
使われていたが、提供
事業者が献

こ ん

立
だ て

表にアレ
ルギー表示を記

き

載
さ い

して
いなかったという。

■食物アレルギーの原因となった食べ物

牛乳
13.4

その他
14.2 鶏卵

26.7％

牛乳
13.4

木の実
類

くるみ
 15.2
カシューナッツ
 4.6
マカダミアナッツ
 1.1
ピスタチオ
 0.8
アーモンド
 0.8
その他の木の実類
 2.1

小麦 8.1小麦 8.1

落花生 7

魚卵 6

落花生 7

魚卵 6
その他
14.2 鶏卵

26.7％

Ａ Ｂ

アレルギー増で



 

 

 

  ＜解答編＞ 

 

 

 

 

 

 ９

２  

 

 

 

健 康 志 向 の  

 ２０ 

 

 

 

 ④  

 

 

 

ケ ー キ な ど  

 ①

③２  

 

 

 

アレルギーの原因として、木の実類の割合が「大幅に増加した」と、数字を挙げて示した後、その理由を説明し

ています。さらに、「子供の命にかかわる事例も増えている」と具体的に述べた後、その一因を書いています。 

 

Ａ:事業者が食品にアレルギー表示をしなかった具体的な事例ですね。 

 

記事２が掲載された段階では、「義務が８品目で、推奨が 20品目」とあります。23年度

は、推奨にマガダミアナッツがマツタケの代わりに入るだけなので、義務が８品目、推奨が 20品

目のままです。記事１に書かれた 25年度は、カシューナッツが推奨から義務に変わり、ピスタチ

オが新たに推奨に加わるため、義務の品目が１つ増え、推奨は変わらないままです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代わりの食材を使って商品化する動きも活発です。 

アレルギーを気にせず、味わえる料理が増えるといいですね。 

読んでみよう！ 

◆ミー太郎のおすすめ記事 

 

 

 

 

 

  

（２０２４年９月１５日 読売新聞愛知版より） 


